
今月のトピックス ★九月の花・彼岸花／中国のお祭り／フルーツ狩り★

外国人観光客には人気の高い彼岸花ですが、不吉なことを連

想させる別名もあり、日本ではあまり好まれない傾向がある

ようです。 

秋のお彼岸の時期、一斉に赤い花を咲かせる彼岸花（曼珠沙

華）。彼岸花に不吉なイメージを持つ方も多いのではないで

しょうか。曼珠沙華の別名でも親しまれていますが、その花

言葉や、花言葉の裏に隠されている意外にもポジティブな彼

岸花の一面を紹介します。彼岸花は品集改良を重ね、その品

種は 30 種類以上にものぼります。彼岸花といえば赤のイメ

ージが強いですが、実は、赤のほかにも黄色と白い品種があ

ることをご存知でしたか？ 

◆情熱 ◆あきらめ ◆再会 ◆想うはあなたひとり ◆悲しい思い出 ◆また会う日を楽しみに

「情熱」「想うはあなたひとり」の花言葉は、彼岸花の天にむかって真っ赤に咲き誇るその姿から、天国にいる

愛しい人への強い想いが想像できます。自分の心と向き合い、真実をみつめ「明らかにする」という、残された

人の心を癒す素晴らしい言葉です。

◆元気な心 ◆陽気 ◆追想 ◆深い思いやりの心

彼岸花には実は、「陽気」「元気な心」というポジティブな花言葉もあることをご存

知でしたか？愛しい人の死をしっかりと受けとめ、その悲しみを背負いながらも前

を向いて歩いて行こう、という固い決意を感じさせる花言葉です。 

◆想うはあなたひとり ◆またあう日を楽しみに

「想うはあなたひとり」は、赤い彼岸花にも共通する花言葉ですが、その一途な個

人に対する純粋な想いは、白い彼岸花にぴったりです。今は離ればなれになってし

まったけれど、いつかまた必ずどこかで会えると信じることによって、強く再生し

ていくイメージが湧きます。 

今までの不吉なイメージとは裏腹な、彼岸花の持つ意外な一面を記事にしま

した。少しは怖いイメージが払拭できましたか？今年の秋のお彼岸は、今ま

でとは違った視点で彼岸花を眺めることができるのではないでしょうか？ 



中秋節は春節に次いで中国第二番目の伝統的な祝日です。中秋節の丸い月は団欒を

象徴し、この祭りは「団欒節」とも呼ばれています。中秋節に普通の伝統的な活動は

月見、月祭り、月餅を食べ、提灯などが有りますが、地方により中秋節を祝う風俗習

慣が違います。例えば、広州、香港の「竪中秋」、上海の「踏月」、銭塘江観潮など。

そして、中国少数民族もそれぞれ違う中秋節を祝う活動を行います。 

中秋節になぜ月餅を食べるのか、こんな伝説が伝えられています。元朝末期、農民た

ちが異民族である元王朝に対して決起します。その際紙をしのばせた月餅を贈り合

い、その紙に「決起の日は中秋節」と書かれていたのだそうです。その後中秋節に月

餅を食べる習慣が広がるのですが、その理由としてはもう一つ、月餅の丸い形が「家

族の輪」「家族の団らん」を意味するからだそうです。中秋節に月餅を食べる習慣は

明から清にかけて中国中に広まりました。 

現代の中国人にとって中秋節は月を愛でるとともに、何より家族団らんの日です。家

族が全員テーブルを囲み、月餅を食べ、お月様を眺めます。その日家族が一人でも欠

けるなら、家を離れている者も残った家族も、互いを想う心を一つにして空を見上げ

同じ月を眺めるのです。 

私は海外で生活する中国人のうちの一人です。毎年、中秋節になると、家に帰り、家

族と一緒に団欒の食卓を囲むことが出来たら、幸せだなと思います。 

おばあちゃんに会いたいです。/(ㄒ oㄒ)/~~ 

実りの秋は様々な作物

が旬を迎えるシーズン。

自分で収穫した果物や

野菜は味も格別！ 

是非この期間で楽しん

でください！(●’◡’●) 

ぶどうの収穫は、8月上旬～9月下旬が一般的なピー

クといわれています。 

巨峰やピオーネ、藤稔など、みずみずしい大粒のぶど

うをたっぷり楽しみたいぶどう狩り。中でも最近話

題になっているシャインマスカットは特に高級感が

あり、美しくて香りもよく、薄皮ごと食べられると大

人気です。 

シャインマスカットはあざやかな黄緑色で、マスカ

ットらしいさわやかな風味と高い糖度をもってお

り、何より皮ごと食べられる手軽さから、近年人気が

急上昇している品種です。 

果肉もしっかりとしまっていて、歯切れが良く大変

食べ応えがあるのも特徴です。 

ひと粒ひと粒に甘みが詰まったぶどうは、子どもか

ら大人までみんなに愛されるフルーツ。そんなぶど

うをお腹いっぱい味わえるのが、ぶどう狩りです。 


